
日本国際芸術祭 企画
Japan Annual - International Art Festival

一般社団法人夢洲新産業・都市創造機構



文化庁が移転し、歴史・芸術・文化の聖地京都で開かれる新しい日本国際芸術祭
アート・デザイン・サイエンス・テクノロジー・経済の共創が

クリエイティブをまちなかに創り出していきます
いのち輝く未来を拓く日本国際博覧会が開かれる２０２５年に向けて、
さらにその先の未来に向けて、日本から世界に発進していきましょう
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日本国際芸術祭とは

 2025年日本国際博覧会を契機に開催する新しい国際的な芸術祭。

 万博までも万博後も、千年の都京都、文化庁がある文化首都京都で開催。

 アート・デザイン・サイエンス・テクノロジー・経済の共創。

 2023年に第一回を開催しその後、2024年、2025年(京都と万博会場)、2026年、
2027年と毎年継続していく予定。

 2023年の開催期間は6月から約２か月、メイン会場を世界文化遺産醍醐寺に据え、
京都市内・京都府内の画廊、工房、企業ショールーム、大学研究室、美術館、工場
(オープンファクトリー)、寺社仏閣等を繋ぐ。

 京都を中心に展開し、そこに大阪や全国が繋がっていく形を創り上げる。

 本芸術祭は夢洲新産業・都市創造機構が本部になり継続させる。
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日本国際芸術祭のポイント

1

3

4

2025年日本国際博覧会やプロデューサーとの連携

万博を契機とした産学公の多様なプレイヤーとの連携

万博の公式参加国との連携
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2 京都府・京都市および文化庁のアート・文化政策との連携

2023年 第一回イベントの開催

日本国際芸術祭のポイント 2023年 第一回イベントの開催

 7万５千点を超える国宝を所蔵する
『世界文化遺産 京都 醍醐寺』をメイン会場にして
開催（京都市内の寺院で最大面積の200万坪の敷地）

 京都期間は６月から約２か月を想定。
 市内・京都府内の画廊、工房、企業ショールーム、

大学研究室、工場(オープンファクトリー)、美術館、
寺社仏閣等を繋ぐ。

 京都の企業・団体・大学等と連携し、開催する。



2023年 日本国際芸術祭 第一回イベントのコンセプト

世界文化遺産 醍醐寺

2025年日本国際博覧会プロデューサー企画

醍醐寺を会場とした展示・イベント

国際アート
フェア

技術×文化
企業出展

自然×アート
展示

万博公式参加国
招待

2025年日本国際博覧会を契機に
歴史・芸術・文化の聖地京都で約２か月開催する新しい国際的な芸術祭

醍醐寺所蔵
寺宝・文化財

特別公開

会場外・京都府市内とつながる芸術祭

文化庁

国内外ｱｰﾃｨｽﾄ
・ｸﾘｴｲﾀｰ

公式参加国
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工房

企業
ｼｮｰﾙｰﾑ

ｷﾞｬﾗﾘｰ

自治体

美術館

博物館・
資料館

大学

ｵｰﾌﾟﾝ
ﾌｧｸﾄﾘｰ食文化

企業企業

写真出典：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会 ホームページ
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2023年日本国際芸術祭 第一回イベントの展開イメージ

６ 月 ～ 約 2 か 月

醍
醐
寺

京
都
府
・
京
都
市
内

アート・伝統工芸・伝統文化・京都の先端技術
京都府市内・京都府内の工房・企業ショールーム、美術館・ギャラリー・大学等連携

※京都府市内以外の工房、ギャラリー、企業、大学、美術館等の連携も可

1150年の歴史・文化が輝く世界文化遺産醍醐寺伽藍と自然・森林を活かした
Exhibition、デジタルインスタレーション、森の音楽会等

醍醐寺所蔵 国宝・文化財 特別公開（霊宝館-三宝院等）

ターゲット：国内客はもとより、インバウンド（特に欧米の知的富裕層）も重視

IPMと合わせた公式参加国 招待
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メイン会場 世界文化遺産醍醐寺と京都府市内のプログラムとの連携

全体プロデュース：一般社団法人夢洲新産業・都市創造機構

醍醐寺
通常拝観＋

特別公開・特別体験プログラム

ART・DESIGN SHOW
屋内アートフェア、屋外デジタ

ルアート展示・音楽演奏等

２０２５年日本国際博覧会 プロデューサー企画
万博プロデューサーによる“独自のアプローチでの表現”

美術館・ギャラリー

森と自然のExhibition
デジタルインスタレーション、

森の音楽会等

1

2

3

4

・上記 ～ 、 ～ の連携を促進：全体マップの作成、各実施概要・スケジュール等の情報
をまとめたWebサイト構築。各プログラム間での情報連携・相互送客を働きかけ。

（ ～ 、 ～ はそれぞれ独立したプログラムとして、各主体が運営。

1

メイン会場：醍醐寺内
京都府・京都市内の連携イベント

4

A
工房・企業ショールーム

B

大学・研究機関
C 博物館・資料館、

オープンファクトリー等

D

A D

A D

1 4
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国宝・重文 自然・アート

万博テーマ

文化庁が移転する京都から、
日本の歴史・文化・芸術・科
学が共創する多様なクリエイ

ティビティを世界に発信

万博会場

世界文化遺産醍醐寺

メイン会場世界文化遺産醍醐寺を通じてつながる“万博”と“京都と日本”

万博への関心層を
京都とつなぐ

日本文化・アートへの
関心層を

万博とつなぐ

キーワードは「いのち」
響き合わせる、拡げる、
高める、磨く、知る、
育む、つむぐ、守る

アートの「問い」
工芸の「創造」
京都企業の「DNA」
・・・・

・International Planning Meating（6月）
の機会を活かし、来訪国代表者を京都へ

・
・文化・アートに造詣・関心を持つ

「知的富裕層」への万博関心喚起
※1 写真出典：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会

ホームページ
※2 写真出典：醍醐寺ホームページ
※3 写真出典：TOKYO ART BEAT

※1

※2

※3

いのち輝く未来社会のデザイン

提供：２０２５年日本国際博覧会協会
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メイン会場世界文化遺産醍醐寺を通じてつながる“万博”と“京都と日本
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メイン会場世界文化遺産醍醐寺を通じてつながる“万博”と“京都と日本
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メイン会場世界文化遺産醍醐寺を通じてつながる“万博”と“京都と日本
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日本国際芸術祭の想定スケジュール

2023年6月～：文化庁が移転する“文化首都” 京都で第１回開催

約２か月を想定

メイン会場は世界文化遺産 京都 醍醐寺

京都の画廊、工房、企業ショールーム、大学、研究所、美術館、寺社仏閣、

工場(オープンファクトリー)等と連携

大阪など京都以外も繋ぐ

2024年度 ：京都で第2回開催、関西エリアも繋ぐ

2025年度 ：日本国際博覧会会場での企画と、京都での大規模開催

2026年度以降 ：京都を本拠地に継続開催、関西エリアをはじめ他地域も繋ぐ

※開催規模が大きくなるにつれてキュレーター制度（エリアごと、テーマごと）等を検討


